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1.はじめに

コプト・エジプト語1サイード方言2のスペリングにおけるスープラリニアーストローク

（以下，SSと略す）は，Worrel (1933) 以来，成節子音を表す記号であるとみなされ，近年

の参照文法（Layton 2002）でもこの解釈が採用されている．しかしながら，この説は，音

韻論的検証は十分になされていない．そこで，本論文は，この「SS=成節子音」説を音韻論

的に検証することを目的とする． 

2. 書記素と音素目録

サイード方言は，コプト文字をもちいて書かれた．サイード方言で用いられるコプト文

字は，24文字のギリシア文字由来の文字と 6文字の民衆文字由来の文字を組み合わせて書

かれる音素文字である．音素文字であるため，基本的には，実際の音素と文字が対応して

いると考えられる．本研究は紀元後３−４世紀ころのコプト語サイード方言を対象とする．

この時期のコプト語は，コプト文字が使われだした時期に比較的に近く，大幅な音変化は

被っていないと思われる．以下で，コプト語サイード方言の本来語3の書記体系と音素体

系，推定音価との関係を表す． 

1  コプト語と略称される．この言語は，系統的には，アフロ・アジア語族エジプト語派に属するエ
ジプト語の歴史的最終段階である．エジプト語史は，概略すると，古エジプト語＞中エジプト語

＞新エジプト語＞民衆文字エジプト語＞コプト・エジプト語（コプト語）となる．コプト語は，

20世紀のクラウディオス・ラビーブ（イクラディユース・ラビーブ）を端緒とする言語復興運動
の中で育った「母語話者」とされる者がエジプトに数人いることを除けば，現代では死語である

が，コプト・キリスト教会の典礼言語として用いられ学ばれている． 
2  コプト・エジプト語の一方言である．サイード方言の文献は主に紀元後３世紀から 14世紀の間，
残されている．他の方言には，ボハイラ方言，ファイユーム方言，オクシュリンコス方言，リュ

コポリス方言，アクミーム方言などがある．サイード方言は，紀元後３世紀から９世紀の間，コ

プト語における「標準語」としての言語社会的役割を果たした．そのため，コプト語諸方言の中

でも，文献がより多く残されている． 
3  ギリシア語借用語については，コプト語本来語にない，発音の規則がいくつかある．本研究は，

ギリシア語借用語については，対象としないため，ここでは省略する． 
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(1) 子音字 
無声破裂音:   ⲡ <p>4 /p/ *[p]   ⲧ <t> /t/ *[t]  ⲕ <k> /k/ *[k] 

口蓋化破裂音: ϫ <č> /tʲ / *[tʲ]   ϭ <c> /kj/ *[kj] 

有声破裂音5:  ⲇ <d> /d/ *[d]  ⲅ <g> /d/ *[g] 

無声摩擦音:  ϥ <f> /f/ *[f]   ⲥ <s> /s/ *[s] ϣ <š> /ʃ/ *[ʃ] ϩ <h> /h/ *[h] 

有声摩擦音:   ⲃ <b> /β/ *[β]  ⲍ <z> /z/ *[z] 

鼻音:   ⲙ <m> /m/ *[m] ⲛ <n> /n/ *[n]  

側面接近音:  ⲗ <l> /l/ *[l]  

震え音6:  ⲣ <r> /r/ *[r]?         

(2) 母音字 
無強勢母音:    ⲉ <e> /ə/ *[ə], ⲁ <a> /ɐ/ *[ɐ]
強勢弛緩母音:   ⲉ <e> /ɛ/ *[ɛ], ⲁ <a> /ɑ/ *[ɑ], ⲟ <o> /ɔ/ *[ɔ]
強勢緊張母音7: ⲓ <i> /i/ *[i], ⲉⲓ <ei> /i/ *[i], ⲏ <ê> /e/ *[e], ⲱ <ô> /o/ *[o] 

ⲟⲩ <ou> /u/ *[u] 

(3) 母音字の特殊な読み方 
母音＋声門閉鎖音:  VV8 <VV> /Vʔ/ *[Vʔ(ə)], V <#9V> /ʔV/ *[ʔV] 

半母音: ⲓ <i> /j/ *[j], ⲉⲓ <ei> /j/ *[j], ⲟⲩ <ou> /w/ *[w], ⲩ <u> /w/ *[w] 

3.スープラリニアーストロークについて

本稿が問題とするスープラリニアーストローク（SS）は文字の上に置かれる線である．

この線がふされるのは，大別すると，聖名（Sacra Nomina）などの省略がなされる場合（ⲓ︦ⲥ︦ 

= ⲓⲏⲥⲟⲩⲥ「イエス（・キリスト）」など）と子音字の上につく場合である10．本稿では，子

音字の上に置かれる場合を問題にする．なお，SSが母音字につく文献もあるが，３世紀前

4  < >は書記素表記，/ /は音素表記，[ ]は音声表記である．*は推定音であることを表す． 
5  主に，ギリシア語借用語にみられ，コプト語本来語には，少ない． 
6  ふるえ音以外である可能性もある． 
7  緊張母音の代わりに，長母音であるとする捉え方もある．(Loprieno 1995: 46) 本稿は，Allen (2013) 

の緊張母音であるとする説を採用している． 
8  Vは母音字，<V>は母音字素，/V/は母音音素，[V]は母音を表す． 
9  #は語頭を表す． 

10  ϩⲙϩ︦ⲁ︦ⲗ︦のように，機能が不明なものもある． 
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後の「ナグ・ハマディ写本」など，主なテクストは，たいていは子音字１字につく11．本稿

は，この３世紀前後のコプト語サイード方言の書記法を対象とする． 

 SSが成節子音を表すとした最初の研究はWorrell (1933) である．彼は，イェスペルセンの

成節子音の概念をあげ，ⲥⲁⲡⲣ︦ <sapR> = ṣabr (vernacular Arabic)など，コプト文字で書かれた
アラビア語単語の例から SSが成節子音(syllabic consonant)をあらわすということを示唆して

いる．しかし，彼の場合，モーラと音節との区別がついていないなど，現代の音韻論から

みれば，かなり問題がある．  
   「SS=成節子音」説をコプト語サイード方言固有の単語にあてはめると，音節の区切りと

子音音素体系を最もミニマルかつ体系的に解釈できることを示したのが，Depuydt (1993) で

ある．Depuydt (1993) の解釈は，コプト語サイード方言のリファレンスグラマーである

Layton (2002) によって採用されている．彼の理論はエレガントであるが，SSが音節子音を

表す証拠については十分に提示されていない． 

 成節子音とみる見方に対して，SSがついた子音字を読むときは，前後に schwaを挿入す

ると考える Loprieno (1995) などの解釈も存在する．しかしながら，Beltzung & Patin (2007: 

1-2) の言うように，ドイツ語の sagen [zaːgən] ≈ [zaːgŋ̩] (Siebs 1961, cited in Clark & Yallop 

1995: 68; Beltzung & Patin 2007:2)，英語の sudden [sʌdən] ≈ [sʌdn̩] (Clark & Yallop 1995: 68; 

Beltzung & Patin 2007:2)など，C̩と əCは多くの言語で free variationであり，この場合，əәCは

音声実現の結果であって，音韻レベルでは C̩であると解釈するほうが少ない音素での解釈が
可能になる12．このように，音韻レベルでは成節子音であるが，音声レベルでは成節子音の

前後に「支え」の schwaが入ることはできる，とすれば「SS=成節子音」説と「SS=schwa

挿入」説の 2つの解釈を統合する事ができる．そのため，本稿はこの統合的立場をとる． 

4.音韻論的分析13

サイード方言の辞書である，Smith (1999) の Coptic-English Concise Dictionary (2nd ed.)か

ら，SSが付されている単語を抽出し，どの字の上にその SSが付されているか調べた．

Smith (1999)は，「ナグ・ハマディ写本群 (Nag Hammadi Codices)」を読解するための辞書で

ある，そのため，方言は，3世紀前後のサイード方言が主である．中には，いくつかのリュ

コポリス方言形も記載されているが，それは[ ]で辞書編集者自ら示されている．今回の調

査では，リュコポリス方言は分析対象からはずした．対象とする単語は，接語や接辞を除

く自由形態素のみを抽出した．なお，動詞は，基本形のみを対象にした．そのほか，複合

語は対象に入れなかった． 

11  写本上，ⲥⲱⲧ︦ⲙの︦ように，SSが伸ばされて隣接する子音字の上にきているものもある．この例の
場合は，ⲥⲱⲧⲙで̄あると解釈される． 

12  筆者が知る限り，現代東アルメニア語など，free variationの schwaを書かない音素文字体系も存在
する (Dum-Tragut 2009: 30ff)． 

13  以下，SS付き子音の翻字をラテン文字の大文字で表す．ex. ⲙ̄ = M, ⲙ = m. 
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 抽出した単語を音素表記にし，それぞれの音素をその音素が対応するソノリティの値に

書き換え，SSが付された子音字が，ソノリティのピークに合致しているか調べた．一般に

は，音節核は，ソノリティのピークにあると考えられ，それが子音の場合，その子音は成

節子音とされる14． 

以下の(4)は，本稿が採用したソノリティ値とそれに対応する子音音素である． 

 (4) 

(5)-(7)は，SSが付された文字に対応する音素がソノリティピークであったパターンであ

る．これらの語は，全体の 171語のうち，114語，パーセンテージになおすと約 67％を占め

た． 

(5) 語末のソノリティピークの子音に SSがくるパターン 

a. VCC#のパターン

No.  コプト文字  意味  翻字  音素表記  ソノリティ値 

1. ⲱϣⲙ̄ extinguish  <ôšM> /ˈʔo.ʃm̩/ #17$35# 

2. ⲱϫⲛ̄ stop <ôčN> /ˈʔo.tʲn̩/ #17$25# 

3. ⲉⲓⲧⲛ̄ ground <eitN> /ˈʔi.tn̩/ #17$15# 

4. ⲱⲕⲙ̄ be gloomy  <ôkm> /ˈʔo.km̩/ #17$15# 

5. ⲱϭⲃ̄ be cold <ôcB>    /ˈʔo.kʲβ̩/ #17$14# 

6. ⲛⲟⲩϩⲙ̄ be saved <nouhM>   /ˈnu.hm̩/ #57$35# 

7. ⲟⲩⲱⲥⲙ̄ knead  <ouôsM>   /ˈwo.sm̩/ #67$35# 

8. ⲟⲩⲱϩⲙ̄ repeat  <ouôhM>   /ˈwo.hm̩/   #67$35# 

9. ⲛⲟⲩϩⲃ̄ yoke  <nouhB> /ˈnu.hβ̩/ #57$34# 

10. ⲥⲱϩⲣ̄ sweep  <sôhR>  /ˈso.hr̩/ #37$35# 

14  Goldsmith (2011) はこの立場を，”sonority view”と呼んでいる． 

ソノリ

ティ値 
1 2 3 4 5 6 7 

音素 /t/, /p/, 
/k/, /ʔ/, 
/kʲ/, /tʲ/ 

/d/, /g/ /f/, /s/, 
/ʃ/, /h/ 

/β/, /z/ /m/, /n/, 
/r/, /l/ 

/w/, 
/j/ 

/i/, /e/, /ɛ/, 
/ɐ/,  
/ə/, /ɑ/, /ɔ/, 
/o/, /u/ 
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11. ⲛⲟⲩϩⲃ̄ copulate <nouhB> /ˈnu.hβ̩/ #57$34# 

12. ⲟⲩⲱϩⲃ̄ answer  <ouôsB> /ˈwo.hβ̩/ #67$34# 

13. ⲙⲟⲩⲧⲛ̄ rest  <moutN>   /ˈmu.tn̩/ #57$15# 

14. ⲛⲟⲩⲧⲙ̄ be sweet <noutM> /ˈnu.tm̩/ #57$15# 

15. ⲗⲁⲕⲙ̄ piece   <lakM>   /ˈlɑ.km̩/ #57$15# 

16. ⲟⲩⲱⲧⲛ̄ change  <ouôtN> /ˈwo.tn̩/ #67$15# 

17. ⲟⲩⲱⲧⲃ̄ pour  <ouôtB>  /ˈwo.tβ̩/ #67$14# 

18. ϫⲟϩⲙ̄ be unclean  <čohM> /ˈtʲɔ.hm̩/ #37$35# 

19. ⲥⲱϩⲣ̄ sweep <sôhR> /ˈso.hr̩/ #37$35# 

20. ⲥⲱϣⲙ̄ be faint <sôšM> /ˈso.ʃm̩/ #37$35# 

21. ϣⲱⲥⲙ̄ be faint <šôsM> /ˈʃo.sm̩/ #37$35# 

22. ϩⲟⲥⲃ̄ market <hosB> /ˈhɔ.sβ̩/ #37$34# 

23. ϣⲱϩⲃ̄ be withered <šôhB> /ˈʃo.hβ̩/ #37$34# 

24. ϩⲱⲕⲙ̄ wither <hôkM> /ˈho.km̩/ #37$15# 

25. ϩⲱⲧⲣ̄ be joined <hôtR> /ˈho.tr̩/ #37$15# 

26. ϫⲱⲕⲙ̄ wash   <čôkM> /ˈtʲo.km̩/ #17$15# 

27. ϫⲱⲕⲣ̄ salt  <čôkR> /ˈtʲo.kr̩/ #17$15# 

28. ⲥⲟϭⲛ̄ ointment <socN> /ˈsɔ.kʲn̩/ #37$15# 

29. ⲥⲱⲧⲙ̄ hear  <sôtM> /ˈso.tm̩/ #37$15# 

30. ⲥⲱⲧⲣ̄ be turned <sôtR> /ˈso.tr̩/ #37$15# 

31. ϣⲟⲧⲙ̄ shut  <šotM> /ˈʃɔ.tm̩/ #37$15# 

32. ϩⲱϭⲃ̄ wither  <hôcB> /ˈho.tʲβ̩/ #37$14# 

33. ϩⲱϭⲃ̄ be cold <hôcB> /ˈho.tʲβ̩/ #37$14# 

34. ϩⲱⲧⲃ̄ murder <hôtB> /ˈho.tβ̩/ #37$14# 

35. ϣⲱⲧⲃ̄ muzzle <šôtB> /ˈʃo.tβ̩/ #37$14# 

36. ϭⲟⲥⲙ̄ storm  <cosM> /ˈkʲɔ.sm̩/ #17$35# 

37. ⲡⲱϣⲛ̄ serve   <pôšN> /ˈpo.ʃm̩/ #17$35# 

38. ⲧⲱϩⲙ̄ knock  <tôhM> /ˈto.hm̩/ #17$35# 

39. ⲧⲁⲡⲛ̄ cumin  <tapN> /ˈtɑ.pn̩/ #17$15# 

40. ⲧⲱϭⲛ̄ repel  <tôcN> /ˈto.kʲn̩/ #17$15# 

41. ⲧⲱⲕⲙ̄ pluck  <tôkM> /ˈto.km̩/ #17$15# 

42. ϭⲱϫⲃ̄ be small <côčB> /ˈkʲo.tʲm̩/   #17$14# 

43. ϩⲱⲥⲃ̄ kill   <hôsB>  /ˈho.sβ̩/ #37$34# 

44. ⲟⲩⲱⲧⲃ̄ change  <ouôtB> /ˈwo.tβ̩/ #67$14# 

45. ϩⲱⲕⲙ̄ wither  <hôkM> /ˈho.km̩/ #37$15# 
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b. VCCC#のパターン

1. ⲃⲟⲗⲃⲗ̄ dig up    <bolbL>   /ˈβɔl.βl̩/ #475$45# 

2. ϩⲟⲟⲩⲧⲛ̄ road <hooutN>  /ˈhɔw.tn̩/ #376$15# 

3. ⲥⲟⲟⲩⲧⲛ̄ be straight <sooutN>  /ˈsɔw.tn̩/ #376$15# 

4. ϣⲟⲣϣⲣ̄  upset <šoršR> /ˈʃɔɾ.ʃɾ̩/ #375$35# 

5. ϫⲟϥⲧⲛ̄ headlog  <čoftN> /ˈtʲɔf.tn̩/ #373$15# 

6. ϫⲟⲗϫⲗ̄ fence  <čolčL>  /ˈtʲɔl.tʲl̩/ #275$15# 

7. ⲧⲏⲩⲧⲛ̄ you pl. obj.15  <têutN> /ˈtew.tn̩/ #176$15# 

8. ϭⲟⲙϭⲙ̄  touch <comcM>  /ˈkʲɔm.kʲm̩/  #175$15# 

9. ⲧⲟⲛⲧⲛ̄ be like <tontN> /ˈtɔn.tn̩/ #175$15# 

10. ⲧⲟⲃⲧⲃ̄ form <tobtB> /ˈtɔβ.tβ̩/ #174$14# 

11. ⲟⲩⲟⲥⲧⲛ̄  broaden <ouostN>  /ˈwɔs.tn̩/ #673$15# 

12. ϩⲧⲟⲙⲧⲙ ̄ be darkened <htomtM>    /ˈhtɔm.tm̩/ #3175$15#16 

13. ϩⲃⲟⲣⲃⲣ̄ push <hborbR>  /ˈhβɔr.βr̩/  #3475$45# 

14. ϩⲗⲟⲥⲧⲛ̄  mist <hlostN>  /ˈhlɔs.tn̩/  #3573$15# 

15. ϣⲧⲟⲣⲧⲣ ̄ disturb <štortR>  /ˈʃtɔr.tr̩/  #3175$15# 

(6) 第一音節のソノリティピークの子音に SSがくるパターン 

a. #Ccvのパターン

1. ⲣ̄ⲃⲉ enclosure <Rbe> /r̩.ˈβe/ #5$47# 

2. ⲗ̄ϩⲏⲙ roar <Lhêm> /l̩.ˈhem/ #5$375# 

3. ⲣ̄ϣⲟⲛ cloak  <Ršon> /r̩.ˈʃɔn/ #5$375# 

4. ⲗ̄ϩⲱⲃ steam <Lhôb> /l̩.ˈhoβ/ #5$374# 

5. ⲙ̄ϩⲓⲧ north  <Mhit> /m̩.ˈhit/ #5$371# 

6. ⲛ̄ϣⲟⲧ be hard <Nšot> /n̩.ʃɔt/ #5$371# 

7. ⲙ̄ϩⲁⲁⲩ tomb  <Mhaau>   /m̩.ˈhɑ.ʔw̩/  #5$37$16# 

8. ⲣ̄ⲥⲱ animal pen <Rsô> /ɾ̩.ˈso/ #5$37# 

9. ⲛ̄ⲧⲟⲟⲩ they <Ntoou> /n̩.ˈtɔw/ #5$176# 

10. ⲛ̄ⲧⲟⲟⲩⲛ  then <Ntooun>  /n̩.ˈtɔwn/17  #5$1765#  

11. ⲛ̄ⲧⲉⲩⲛⲟⲩ immediately <Nteunou>  /n̩.təw.ˈnu/  #5$175$57# 

15  他の人称「接尾辞」は拘束形態素だが，この辞書では，２人称複数形のみ，自由形態素として扱
われている．これは，2人称複数形の接尾辞は，他の人称にはないふるまいをするからである． 

16  英語の stink #31751#のように，初頭の子音でソノリティピークが形成されているが，初頭の無声
摩擦音+無声閉鎖音の組み合わせでは，初頭の無声摩擦音は成節的とはされない場合が多い． 

17  最大頭子音制約から考えれば，<NtoouN> /n̩.ˈtɔ.wn̩/になってもおかしくはない．
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12. ⲙ̄ⲕⲁϩ be painful <Mkah> /m̩.ˈkɑh/ #5$173# 

13. ⲛ̄ⲧⲟϥ he  <Ntof> /n̩.ˈtɔf/ #5$173# 

14. ⲛ̄ⲧⲟⲥ she <Ntos> /n̩.ˈtɔs/ #5$173# 

15. ⲛ̄ⲕⲟⲧⲕ sleep  <Nkotk>  /n̩.ˈkɔtk/ #5$1711# 

16. ⲛ̄ⲧⲟⲕ you.sing.masc. <Ntok> /n̩.ˈtɔk/ #5$171# 

17. ⲛ̄ⲧⲏϭ plant <Ntêc> /n̩ˈtekʲ/ #5$171# 

18. ⲛ̄ⲧⲱⲧⲛ1̄8 you pl. <NtôtN> /n̩ˈto.tn̩/ #5$17$15# 

19. ⲙ̄ⲡⲟ mute <Mpo> /m̩ˈpɔ/ #5$17#  

20. ⲙ̄ⲧⲟ presence <Mto> /m̩ˈtɔ/ #5$17# 

21. ⲙ̄ⲧⲱ depth <Mtô> /m̩ˈto/ #5$17# 

22. ⲛ̄ⲕⲁ thing  <Nka> /n̩ˈkɑ/ #5$17# 

23. ⲛ̄ⲧⲟ sing., fem. you <Nto>  /n̩ˈtɔ/ #5$17# 

24. ⲣ̄ⲡⲉ temple <Rpe> /ɾ̩ˈpɛ/ #5$17# 

25. ⲙ̄ⲧⲟⲛ be at rest <Mton> /m̩ˈtɔn/ #5$175# 

26. ⲃ̄ϣⲉ forgetfulness  <Bše> /β̩ˈʃɛ/ #4$37# 

b. #Cccv#のパターン
1. ⲗ̄ⲕϣⲁ sneer  <Lkša> /l̩ˈkʃɑ/ #5$137# 

2. ⲛ̄ⲑⲉ like <Nthe> /n̩ˈthɛ/ #5$137# 

c. #cCcvのパターン
1. ⲃⲗ̄ⲃⲓⲗⲉ kernel <bLbile> /βl̩.ˈβi.lə/  #45$47$57# 

2. ⲃⲗϫ̄ⲉ pottery <bLče> /βl̩ˈtʲɛ/ #45$17# 

3. ϩⲣ̄ⲃⲱⲧ staff <hRbôt> /hr̩.ˈβot/ #35$471# 

4. ϩⲙ̄ϩⲁⲗ servant <hMhal> /hm̩.ˈhɑl/   #35$375# 

5. ⲥⲗϩ̄ⲟ lukewarm water <sLho>  /sl.̩ˈhɔ/ #35$37# 

6. ⲥⲣϥ̄ⲉ be at leisure <sRfe> /sr̩.ˈfɛ/ #35$37# 

7. ϣⲙ̄ϣⲉ serve  <šMše> /ʃm̩.ˈʃɛ/ #35$37# 

8. ϩⲗ̄ⲡⲉ navel  <hLpe> /hl̩̍ pɛ/ #35$17# 

9. ϣⲗϭ̄ⲟⲙ  mustard <šLcom> /ʃl.̩ˈkʲɔm/   #35$175# 

10. ϣⲛ̄ⲧⲱ linen robe <šNtô> /ʃn̩.ˈto/ #35$17# 

11. ⲧⲙϩ̄ⲟ set on fire <tMho> /tm̩.ˈhɔ/ #15$37# 

12. ⲕⲛ̄ⲧⲉ fig <kNte> /kn̩.ˈtɛ/  #15$17# 

13. ⲡⲗ̄ϭⲉ torn cloth <pLce> /pl.̩ˈkʲɛ/  #15$17# 

18  vcC#のパターンにもいれることができるが，煩雑さを避けるため，ここだけにおいておく． 
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d. #cCC#のパターン

1. ϩⲙ̄ⲥ spike of wheat <hMs>   /hm̩s/ #353# 
2. ϣⲛ̄ⲥ linen  <šNs> /ʃn̩s/ #353# 
3. ϥⲛ̄ⲧ worm <fNt> /fn̩t/ #351# 
4. ⲧⲃ̄ⲧ fish  <tBt> /tβ̩t/ #141# 
5. ⲧⲛϩ̄ wing  <tNh> /tn̩h/ #153# 

e. #ccCcv#のパターン

1. ⲑⲙ̄ⲥⲟ seat <thMso>  /thm̩.ˈsɔ/   #135$37# 
2. ⲑⲙ̄ⲕⲟ afflict <thMko>  /thm̩.ˈkɔ/   #135$17# 
3. ⲧⲥⲛ̄ⲕⲟ breast-feed <tsNko> /tsn̩.ˈkɔ/ #135$17# 
4. ⲧⲥⲃ̄ⲕⲟ reduce <tsVko>  /tsβ̩.ˈkɔ/ #134$17# 

(7)  第一音節および語末のソノリティピークの子音に SSがくるパターン 

a. #cCcC#のパターン

1. ⲃⲣ̄ⲃⲣ̄ boil <bRbR>  /βr̩.βr̩/ #45$45# 
2. ⲧⲗ̄ⲧⲗ̄ drip <tLtL>   /tl.̩tl̩/ #15$15# 
3. ϩⲙ̄ϩⲙ̄ roar <hMhM>  /hm̩.hm̩/   #35$35# 
4. ⲥⲛ̄ⲥⲛ̄ resound  <sNsN>  /sn̩.sn̩/   #35$35#  

 ここまでは，SSとソノリティピークの子音が一致する例をみてきた．次に，SSとソノリ

ティピークが合致しない例をみていく．これらの例は，i) ソノリティピークに同じソノリテ

ィの子音音素の連続（’sonority plateau’)ができ当該の子音音素がその sonority plateauに入る

とき，ii) sonority plateauにもその子音音素が入らないとき，の２つに分けられる． i)は ⲣⲙϩ̄ⲉ 

/rmhɛ/，ii)は ⲧⲃⲃ̄ⲟ /tββɔ/のような場合である． 

 これらの語では，SSとソノリティピークは一致していない．しかしながら， ① 一音節内

に非成節的な/m, n, β, l, r/が連続してはならならないとする制約 >> ②初頭音節以外の音節

は，頭子音を 1つ持たなければならない制約 >> ③ソノリティピークは音節核を形成する制

約 , という制約ランキングで音節を考えると，少数を除きうまく説明できる．この制約ラン
キング以外のランキングは，説明できない例がより多くなる．なお，この制約群と制約ラ

ンキングは，いままでみてきた(5)-(7)の例にもすべて適合するため，ここで導入しても問題

はない． 
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 たとえば，ⲁⲙⲛⲧ̄ⲉ /ʔɐmntɛ/を考えてみる．ʔɐ.mntɛ やʔɐmn.tɛ とすれば①に違反し，
ʔɐm.ntɛ とすれば①には適合であるが，②に違反する．ʔɐ.mn̩.tɛ とすれば，③には違反する
が，それよりも制約ランキングの高い①と②には違反せず，最適解となる． 

 これを，最適性理論 (Prince & Smolensky 1993)で用いられるタブローで示すと(8)のように

なる． 

(8) ⲁⲙⲛ̄ⲧⲉのタブロー19 
① ② ③ 

  ʔɐ.mntɛ *! * 

  ʔɐmn.tɛ *! 

  ʔɐm.ntɛ *! 

☞  ʔɐ.mn̩.tɛ * 

(制約ランキング・・・① 一音節内に非成節的な/j, w, m, n, β, l, r/が連続してはならなら

ないとする制約 >> ②初頭音節以外の音節は，頭子音を 1つ持たなければならないとす

る制約 >> ③ソノリティピークは音節核を形成するとする制約) 

 この制約群と制約ランキングで説明できる例は，ソノリティピークと SSが一致しない例
57語のうち，50語であり，パーセンテージで示すと，約 88パーセントである 

(9) 第一音節に SSがくるパターン 
a. #Ccvのパターン

1. ⲣ̄ⲣⲏⲧ vow <Rrêt> /r̩.ˈret/ #5$571# 

2. ⲣ̄ⲣⲟ king <Rro> /r̩.ˈrɔ/ #5$57# 

3. ⲙ̄ⲙⲟⲛ truly <Mmon> /m̩.ˈmɔn/ #5$575# 

4. ⲗ̄ⲗⲏⲃ ridicule <Llêb> /l.̩ˈleβ/ #5$574# 

5. ⲙ̄ⲣⲓⲥ new wine <Mris> /m̩.ˈɾis/ #5$573# 

6. ⲙ̄ⲗⲁϩ battle <Mlah> /m̩.ˈlɑh/ #5$573# 

7. ⲙ̄ⲛⲟⲩⲧ doorman <Mnout> /m̩.ˈnut/ #55$71# 

8. ⲙ̄ⲣⲱ harbor <Mrô> /m̩.ˈɾo/ #5$57# 

9. ⲃ̄ⲣⲁ seed <Bra> /β̩ˈɾɑ/ #4$57# 

10. ⲙ̄ⲗⲁⲁⲩ tomb  <Mlaau> /m̩.ˈlɑ.ʔu/ #5$57$17# 

19  入力/ʔɐmntɛ/に対する出力は，☞で示される．*は制約違反を，!は重大な制約違反を示す．
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b. #cCcvのパターン

1. ⲣⲙ̄ϩⲉ free person <rMhe> /rm̩.ˈhɛ/ #55$37# 
2. ⲕⲛ̄ⲛⲉ be fat <kNne> /kn̩.ˈnɛ/ #15$57# 
3. ϩⲃ̄ⲃⲉ plow  <hBbe>  /hβ̩.ˈβɛ/ #34$47# 
4. ⲧⲛ̄ⲛⲟⲟⲩ  send <tNnoou>  /tn̩.ˈnɔw/ #15$576# 
5. ⲧⲙ̄ⲙⲟ feed <tMmo> /tm̩.ˈmɔ/ #15$57# 
6. ϫⲃ̄ⲃⲉⲥ coal <čBbes> /tʲβ̩.ˈβɛs/ #14$473# 
7. ⲧⲃ̄ⲃⲟ cleanse <tBbo> /tβ̩.ˈβɔ/ #14$47# 
8. ⲧⲛⲛ̄ⲟ pound <tNno> /tn̩.ˈnɔ/ #15$57# 
9. ϭⲗⲙⲁⲓ̈ jar  <cLmai> /kʲl.̩ˈmai/ #15$576# 
10. ⲕⲣ̄ⲙⲉⲥ ash <kRmes>   /kr̩.ˈmɛs/ #15$573# 
11. ⲁⲛⲥⲙ̄ⲙⲉ  ordinance <ansMme> /ʔɐn.sm̩.ˈmɛ/  #175$35$57# 
12. ϩⲣ̄ⲙⲁⲛ pomegranate  <hRman>  /hr̩.ˈmɑn/ #35$575# 
13. ⲧⲃ̄ⲛⲏ farm animal <tBnê> /tβ̩.ˈne/ #14$57# 
14. ⲃⲛ̄ⲛⲉ date palm  <bNne>  /βn̩.ˈnə/ #45$57# 
15. ⲃⲗⲗ̄ⲉ blind person <bLle> /βl̩.ˈlə/ #45$57# 
16. ⲃⲣ̄ⲣⲉ new  <bRre> /βr̩.ˈrə/  #45$57# 
17. ⲥⲙ̄ⲙⲉ appeal   <sMme> /sm̩.ˈmə/ #35$57# 
18. ϭⲃ̄ⲃⲉ be weak  <cBbe>  /kʲβ̩.ˈβɛ/ #14$47# 
19. ⲕⲗ̄ⲗⲉ bolt  <kLle> /kl̩.ˈlɛ/ #15$57# 
20. ϩⲃ̄ⲃⲉ plow  <hBbe>  /hβ̩.ˈβɛ/ #34$47# 
21. ϩⲗ̄ⲗⲟ old man   <hLlo> /hl.̩ˈlɔ/ #35$57# 
22. ⲧⲣ̄ⲣⲉ be afraid  <tRre> /tr̩.ˈrɛ/ #15$57# 

c. #cCccv#のパターン

1. ⲙⲛ̄ⲧⲣⲉ witness <mNtre> /mn̩t.ˈrɛ/ #551$57# 

d. #ccCccv#のパターン

2. ⲧϩⲃⲃ︦ⲓⲟ humiliate <thBbio>   /thβ̩.ˈβjɔ/ #134$467# 

(10) 語中音節に SSがくるパターン 
1. ⲁⲙⲛ̄ⲧⲉ hell <amNte> /ʔɐ.mn̩ˈtɛ/ #7$55$17# 

(11) 語末音節に SSがくるパターン 
a. vcC#のパターン

1. ⲉⲓⲱⲣⲙ̄ stare <eiôrM> /ˈjo.rm̩/ #67$55# 
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2. ⲥⲱⲣⲙ̄ get lost <sôrM> /ˈso.rm̩/ #37$55# 

3. ϣⲱⲗⲙ̄ smell  <šôlM> /ˈʃo.lm̩/ #37$55# 

4. ⲱⲗⲙ̄ embrace <ôlM> /ˈʔo.lm̩/ #17$55# 

5. ϫⲱⲣⲙ̄ point  <čôrM> /ˈtʲo.rm̩/ #17$55# 

6. ϫⲱⲣⲙ̄ drive  <čôrM> /ˈtʲo.rm̩/ #17$55# 

7. ⲧⲱⲗⲙ̄ be dirty <tôlM> /ˈto.lm̩/ #17$55# 

8. ϩⲱⲣⲃ̄ be broken <hôrB> /ˈho.rβ̩/20 #37$54# 

9. ⲱⲣⲃ̄ restrict <ôrB> /ˈʔo.rβ̩/ #17$54# 

10. ⲥⲟⲟⲩⲛ̄ know <soouN> /ˈsɔ.wn̩/ #37$65# 

b. ccC#のパターン
1. ⲕⲣⲟⲙⲣⲙ̄  be dark <kromrM> /ˈkrɔm.rm̩/ #1575$55# 

2. ϩⲗⲟⲙⲗⲙ̄  be complicated <hlomlM> /ˈhlɔmlm̩/ #3675$55# 

c. cCc#のパターン
1. ϩⲟⲙⲛ̄ⲧ copper <homNt>  /ˈhɔ.mn̩t/  #37$551#
2. ϣⲟⲙⲛ̄ⲧ  three <šomNt>   /ˈʃɔ.mn̩t/ #37$551# 

3. ⲉⲙⲛ̄ⲧ west <emNt> /ʔɛ.mn̩t/ #7$551# 

以上の 50例は，(8)で用いた制約群と制約ランキングで説明できる例であるが，これを用い
ても，説明できない例が少数あった． 

(12) 

a. ⲕⲣⲙ̄ⲣⲙ̄ murmur <krMrM> /krmrm/ #15555# 

b. ϩⲣⲃ̄ form   <hrB> /hrβ/ #354# 
c. ⲧⲱⲃⲥ̄ goad   <tôBs>  /toβs/ #1743# 
d. ϭⲗⲙ̄̄ sticks  <cLM> /kʲlm/ #155# 
e. ϩⲙⲟ̄ϫ be sour  <hMoč>  /hmɔtʲ/ #3571# 
f. ϩⲣⲟ̄ⲕ be still human <hRok>   /hrɔk/ #3571# 
g. ⲃ̄ⲃⲣⲏϭⲉ  lightning <Bbrêce>  /ββrekʲə/  #445717# 

20 8-10の例は、ソノリティピークに SSがきていないが、「① 一音節内に非成節的な/j, 
w, m, n, β, l, r/が連続してはならならないとする制約 >> ②初頭音節以外の音節は，頭子
音を 1つ持たなければならないとする制約 >> ③ソノリティピークは音節核を形成する
とする制約。」の制約ランキングで SSの位置に音節核がくる。 
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(12a.)は，1) /krm̩.rm/でも 2) /kr.̩mrm̩/でも最適解である．しかしながら，この語は重複語
であり，語形成の仕方を考えれば，2)は，重複部(reduplicant)と基体部(base)の境界をまた
いで，音節境界がひかれるが，1)は重複部と基体部の境界と音節境界が一致しているため，
1)のほうがより自然であるといえるであろう．また，(12d.)は，これまでと異なり，
sonority plateauの全体に，SSが引かれていると考えれば，説明がつく． 
 しかしながら，残りはまったく説明できない．すなわち，(12b.)の<hrB>/hrβ/，(12c.)の

<tôBs>/toβs/，(12e.)の<hMoč> /hmɔtʲ/，(12f.)の<hRok>/hrɔk/ ，(12g.) の<Bbrêce>/ββrekʲəә/であ

る． これらは今後，説明されなければならない．可能性のある説明としては，いくつかの

形態素から，これらの語が形成された，とする説明がある．すなわち，(12b.)<hrB>は{hr}と

{b}から，(12c.)<tôBs>は{tô}と{bs}から，(12e.)<hMoč>は{hm}と{oč}から，(12f.)<hRok>は

{hr}と{ok}から，(12g.) <Bbrêce>は{b}と{brêce}から，エジプト語のある歴史的段階で語形

成によって誕生し，その形態素境界がコプト語でも意識されたために，上記のような SSの

つけ方がなされた，とする説明である．しかしながら，今回，Cerny (1976)の語源辞典をみ

ても，そのような説明の証拠となるデータは得られなかった．今後の歴史的研究が待たれ

る． 

5.おわりに

以上，コプト語サイード方言の，スープラリニアーストロークが成節性を表すかについ

て，音韻論的立場から検証を行った． 

 その結果，以下の事が分かった． 

(13) 

SS付きの子音 M N B R L 

出現数 58 47 30 22 18 

 調べた語（自由形態素，動詞は基本形，複合語はなし）のうち，SSが付されているの

は，(13)からもわかるように，ソノリティが母音や半母音の次に高い<M >/m/, < N>/n/, < 

B>/β/, < R>/r/, < L> /l/であった21．ソノリティピークに SSが対応している例は，全 171語の

うちの，114語，対応していない例は，57語であった．対応していない例で，「① 一音節
内に非成節的な/m, n, β, l, r/が連続してはならならないとする制約>> ②初頭音節以外の音
節は，頭子音を 1つ持たなければならない制約 >> ③ソノリティピークは音節核を形成する

制約」という制約群と制約ランキングで音節形成を考えて説明できる例は，57語中 50語で

あった．それでも説明できない 7語のうち，他の要因で説明できるものは，2語であり，説

21 出現数であるため，単語数とは一致しない．例えば，ⲧⲗⲧ̄ⲗな̄どは，２つカウントされる． 
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明できないものは，5語であった．よって，説明し得るものは，166単語で，全体の 95%で

あった． 

 本稿によって，「SS=成節子音」説は，自由形態素についていえば、5語の例外はあるも

のの，調べた単語の 95%について成り立つことがわかり，音韻論的にも有力であるという

ことがわかった．残る課題は、拘束形態素についてである。拘束形態素は、自由形態素と

異なる SSの配置の仕方を呈する。今後は、拘束形態素を中心に研究を進めていきたい。 
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